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〈
宮
本
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
系
統
分
類

三　
　

宅　
　

宏　
　

幸

一　

問
題
の
所
在

　

宮
本
武
蔵
と
い
え
ば
、
諸
国
を
流
浪
す
る
無
敗
の
二
刀
流
の
剣
客
、
吉
岡
一
門
と
の
決
闘
、
巌
流
島
の
決
闘
で
佐
々
木
小
次
郎
を
打
ち
倒

す
、『
五
輪
書
』
を
執
筆
し
た
人
物
、
そ
う
い
っ
た
人
物
像
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
現
代
に
お
け
る
武
蔵
の
人

物
像
は
、
主
に
吉
川
英
治
著
『
宮
本
武
蔵
』（
朝
日
新
聞
、
昭
10
〜
昭
14
）
に
よ
っ
て
流
布
し
て
い
る
（
吉
川
『
宮
本
武
蔵
』
に
基
づ
い
た

井
上
雄
彦
著
『
バ
ガ
ボ
ン
ド
』〔
講
談
社
、
平
11
〜
〕
も
現
代
の
我
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
よ
う
）。
そ
し
て
、
吉
川
『
宮
本
武
蔵
』

が
橋
正
脩
著
・
豊
田
景
英
校
訂
『
二
天
記
』
な
ど
に
基
づ
い
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
史
実
〞
の
武
蔵
を
描
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
も
度
々
述
べ
ら
れ
て
い
）
1
（

る
。

　

は
じ
め
に
断
っ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
稿
は
残
念
な
が
ら
歴
史
的
に
正
し
い
武
蔵
像
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
近
世

に
「
実
録
体
小
説
」
と
し
て
流
布
し
た
〈
虚
構
〉
の
武
蔵
〝
譚
〞
を
扱
う
。
標
題
を
〈
宮
本
武
蔵
も
の
〉
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

　

近
世
に
お
け
る
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
）
2
（

⑤
』「
宮
本
武
蔵
物
」
の
項
（
中
村
幸
彦
氏
執
筆
）
の
概
要

が
指
針
と
な
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
以
下
に
引
用
し
た
い
。

　
　

実
録
。
熊
本
藩
の
Ⅰ
宮
本
武
蔵
が
、
実
父
吉
岡
太
郎
左
衛
門
を
武
芸
の
怨
み
で
闇
討
ち
し
た
、
後
に
小
倉
藩
の
佐
々
木
巌
流
を
、
敵
と

し
て
後
の
巌
流
島
で
討
つ
筋
の
実
録
体
小
説
。
写
本
で
伝
わ
っ
た
。【
展
開
】
初
め
は
元
文
（
一
七
三
六

－

一
七
四
一
）
以
前
に
、『
巌
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流
島
敵
討
』『
敵
討
眼
流
島
』
な
ど
と
称
す
る
一
冊
物
が
出
来
、
こ
れ
は
こ
の
ま
ま
『
宮
本
敵
討
記
』
な
ど
と
変
化
し
て
、
明
治
に
至

る
。
こ
の
種
の
敵
討
の
本
筋
を
専
ら
と
す
る
も
の
に
対
し
、
Ⅱ
武
者
修
行
と
し
て
巌
流
を
追
う
途
中
、
白
倉
源
五
左
衛
門
・
天
狗
山

伏
・
笠
原
新
三
郎
ら
と
手
合
を
す
る
武
勇
伝
の
加
わ
っ
た
も
の
が
享
和
以
前
に
出
現
し
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
序
刊
の
『
絵
本
二

島
英
雄
記
』（
一
名
「
宮
本
武
勇
伝
」）
十
巻
十
冊
と
し
て
読
本
化
さ
れ
る
。
幕
末
に
至
っ
て
は
、『
宮
本
佐
々
木
英
雄
美
談
』（
前
・
後

編
合
四
十
巻
な
ど
）
に
ま
で
成
長
す
る
。
武
勇
伝
の
中
へ
、
諸
岡
一
羽
・
兼
房
又
三
郎
・
伊
藤
一
刀
斎
・
塚
原
卜
伝
な
ど
と
の
出
会
い

と
彼
ら
の
略
伝
を
、『
本
朝
武
芸
小
伝
』（
享（
マ
マ
）和

元
年
（
享
保
の
誤
り
か
│
論
者
補
）
刊
）
か
ら
得
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
増
補
英
雄
美

談
』
と
称
す
る
も
の
も
あ
る
。（
傍
線
論
者
、
以
下
同
）

傍
線
部
Ⅰ
で
は
、
武
蔵
が
実
父
で
あ
る
吉
岡
太
郎
左
衛
門
を
殺
害
し
た
佐
々
木
巌
流
を
仇
と
し
て
討
ち
果
た
す
と
い
う
筋
を
紹
介
す
る
。
菊

池
庸
介
氏
「
主
要
実
録
書
名
一
覧
）
3
（

稿
」「
宮
本
武
蔵
」
の
項
で
も
同
様
に
、「
実
録
で
は
武
蔵
を
吉
岡
兼
房
の
子
と
し
、
佐
々
木
厳
流
を
親
の

敵
と
し
た
仇
討
話
と
し
て
流
布
し
て
い
た
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
傍
線
部
Ⅱ
に
関
し
て
は
、
菊
池
庸
介
氏
「
実
録
と
絵
本
読
本
│
│
速
水
春

暁
斎
画
作
「
実
録
種
」
絵
本
読
本
を
め
ぐ
っ
）
4
（
て
」
が
、
平
賀
梅
雪
著
・
速
水
春
暁
斎
画
の
絵
本
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』（
享
和
三
年
序

刊
）
の
種
本
と
し
て
『
双
島
志
俗
豪
傑
』
と
い
う
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
双
島
志

俗
豪
傑
』
に
は
「
白
倉
源
五
左
衛
門
・
天
狗
山
伏
・
笠
原
新
三
郎
」
は
登
場
せ
ず
、
梅
雪
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
、
あ
る
い
は
他
の
書
物
に
依
拠

し
た
可
能
性
も
あ
る
。『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
は
武
蔵
の
表
記
を
「
無
三
四
」
と
し
、
出
版
取
締
の
関
係
で
登
場
す
る
大
名
の
姓
を
改
変
し

た
り
も
す
る
が
（
加
藤
を
佐
藤
、
木
下
を
此
下
な
ど
）、
大
坂
角
丸
芝
居
『
敵
討
巌
流
島
』（
文
化
五
年
﹇
一
八
〇
八
﹈
初
演
）
が
本
作
を
利

用
す
る
な
ど
演
劇
に
も
影
響
を
与
え
て
お
）
5
（
り
、
吉
岡
を
実
父
と
す
る
設
定
が
流
布
し
た
要
因
に
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
近
世
に
は
前
述
の
設
定
と
は
異
な
る
武
蔵
を
描
い
た
実
録
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
山
本
卓
氏
「
解
）
6
（

題
」
が
京
都
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
の
大
惣
旧
蔵
の
写
本
読
本
『
双
刀
英
勇
談
』（
文
政
十
一
年
﹇
一
八
二
八
﹈
写
）
に
つ
い
て
、
岸
辺
に
あ
る
柳
の
動
き
か

ら
奥
義
を
得
て
「
岸
柳
」
と
改
名
す
る
「
岸
柳
改
名
」
の
逸
話
や
「
に
せ
岸
柳
」
の
設
定
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
特
に
『
兵
法
修
練
談
』
と
い

う
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
を
利
用
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
先
に
あ
げ
た
吉
岡
を
武
蔵
の
実
父
と
す
る
設
定
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の
実
録
に
は
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
近
世
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
は
内
容
の
異
な
る
系
統
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

近
時
、
大
熊
達
也
氏
「
宮
本
武
蔵
作
品
の
受
容
と
再
生
│
│
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
）
7
（

て
」
が
、
明
治
期
に
お
け
る
武
蔵
の
講
談
に
関
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
武
蔵
関
連
作
品
を
調
査
し
、
明
治
講
談
の
特
徴
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
問
題
と
し
て
、
標
題
に
「
近
世
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
扱
っ
た
の
は
『
敵
討
巌
流
島
』（
元
文
二
年
﹇
一
七
三
七
﹈
初
演
）、

『
花
襷
巌
流
島
』（
元
文
四
年
初
演
）、『
敵
討
巌
流
島
』（
寛
保
二
年
﹇
一
七
四
二
﹈
初
演
）、『
花
筏
巌
流
島
』（
延
享
三
年
﹇
一
七
四
六
﹈
初

演
）
の
演
劇
四
作
品
で
あ
り
、
実
録
や
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
『
敵
討
巌
流
島
』
の
内
容
は
、
佐
々
木

巌
流
が
誤
っ
て
信
田
左
衛
門
を
討
ち
、
巌
流
を
仇
と
し
て
狙
う
姉
妹
に
月
本
武
者
之
助
が
助
太
刀
、
姉
妹
は
本
懐
を
遂
げ
る
と
い
う
も
の

で
、
登
場
人
物
の
名
前
は
武
蔵
で
は
な
く
「
月
本
武
者
之
助
」
で
あ
）
8
（
る
。
さ
ら
に
、
大
熊
氏
論
考
に
「
一
方
、
明
治
期
の
作
品
内
で
は
、
大

半
が
「
吉
岡
」
が
実
家
で
、「
宮
本
」
が
養
家
で
あ
る
独
自
の
家
族
構
成
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
が
、
こ
の
設
定

は
近
世
の
頃
か
ら
既
に
見
え
る
も
の
で
読
本
と
し
て
刊
行
も
さ
れ
て
お
り
、
明
治
期
の
「
独
自
の
家
族
構
成
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま

ず
近
世
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
内
容
を
整
理
し
た
上
で
、
明
治
期
の
作
品
へ
の
影
響
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
特
徴
や
内
容
を
整
理
し
て
系
統
の
分
類
を
行
う
。
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
で
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
が
近
世
後
期
や
幕
末
、
明
治
期
に
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
た
か
と
い
っ
た
課
題
へ
と
つ
な
が

る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
菊
池
氏
「
主
要
実
録
書
名
一
覧
稿
」
に
多
く
を
拠
っ
た
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。
菊
池
氏
は
、
同
内
容
で
も
書
名
が
「
さ
ま
ざ
ま
」
で
「
不
安
定
」
な
実
録
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
上
で
、
事
件
ご
と
に

実
録
の
書
名
を
整
理
さ
れ
た
。
本
稿
は
菊
池
氏
の
研
究
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

二　

〈
宮
本
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
系
統
と
特
徴

　

さ
て
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
は
異
な
る
内
容
が
数
種
あ
る
。
そ
こ
で
、
菊
池
氏
「
主
要
実
録
書
名
一
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覧
稿
」
に
基
づ
き
、
論
者
が
こ
れ
ま
で
に
披
閲
し
え
た
写
本
の
一
覧
を
次
頁
の
表
に
整
理
し
た
（
表
１
）。
遺
漏
も
多
々
あ
り
未
見
の
諸
本

も
多
く
残
る
が
、
こ
の
表
を
見
て
も
、
数
種
の
書
名
を
冠
し
た
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
現
存
が
確
認
で
き
る
。

　
〝
が
ん
り
ゅ
う
〞
の
表
記
が
「
岸
柳
」「
巌
流
」「
眼
流
」「
岩
流
」
な
ど
諸
本
に
よ
っ
て
揺
れ
が
あ
る
が
、
近
世
は
音
に
漢
字
を
当
て
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
さ
し
あ
た
っ
て
問
題
に
し
な
い
。
Ｂ
系
統
に
お
け
る
武
蔵
の
幼
名
な
ど
は
、
友
次
郎
、
官
二
郎
、
貫
次
郎
と
い
う
具
合
で

あ
る
（
貫
と
官
は
音
、
官
と
友
は
草
書
体
が
類
似
）。
と
も
あ
れ
、〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
は
様
々
な
書
名
と
種
類
と
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
よ
う
。
そ
し
て
表
１
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
と
は
、
内
容
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
論
者
に
よ
る
私
の
分
類
で
あ
る
。〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
は
現
段
階

で
少
な
く
と
も
、
大
き
く
は
三
系
統
、
ま
た
細
か
く
見
る
と
六
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
書
名
例
を
示
す
。

　

Ａ
１
系
統
『
兵
法
修
練
談
』（
寛
政
七
年
写
、
熱
田
文
庫
（
菊
田
家
）
蔵
）

　
　

２
系
統
『
武
道
小
倉
袴
』（
弘
化
二
年
写
、
菊
池
庸
介
氏
蔵
）
＊
『
兵
法
修
練
談
』
の
筋
に
デ
ィ
テ
ー
ル
を
増
補

　
　

３
系
統
『
袖
錦
岸
柳
島
』（
寛
政
九
年
写
、
関
西
大
学
中
村
文
庫
蔵
）

　

Ｂ
１
系
統
『
宮
本
武
蔵
敵
討
』（
寛
政
二
年
写
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
）

　
　

２
系
統
『
双
島
志
俗
豪
傑
』（
天
明
元
年
写
、
萩
市
立
図
書
館
蔵
）
＊
『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
の
筋
に
趣
向
や
デ
ィ
テ
ー
ル
が
増
補

　

Ｃ
１
系
統
『
宮
本
佐
々
木
英
雄
美
談
』（
書
写
年
不
明
、
関
西
大
学
中
村
文
庫
蔵
）

　

Ａ
系
統
が
Ａ
１
か
ら
Ａ
３
の
三
つ
、
Ｂ
系
統
も
二
つ
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
Ｃ
が
一
系
統
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ど
の
系
統
に
も
当

て
は
ま
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
諸
本
調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
系
統
が
増
え
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
な
お
、
表
１
で
Ｂ
の
み
に
し

て
い
る
諸
本
は
、
Ｂ
系
統
の
実
録
に
依
拠
し
て
成
立
し
た
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
を
写
し
た
「
刊
写
本
」
や
、
あ
る
い
は
読
本
に
基
づ

い
た
と
判
断
で
き
る
写
本
を
割
り
当
て
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
三
章
で
も
触
れ
る
。
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表１　〈武蔵もの〉実録　諸本一覧

書　名 系 年記 西暦 所　蔵 備　考
1 秀利袖之錦 A1 なし なし 論者
2 敵討袖之錦 A1 安永3 1774 個人蔵
3 武道綴錦 A1 文政10 1827 菊池庸介氏
4 兵法修練記 A1 なし なし 弘前図書館 W913.56/435
5 兵法修練談 A1 寛政7 1795 熱田文庫・菊田 熱田文庫　和30‒2
6 兵法修練談 A1 なし なし 弘前図書館 W913.56/444
7 兵法修練談 A1 なし なし 弘前図書館 W913.56/445
8 兵法修練談 A1 なし なし 個人蔵
9 兵法修練談 A1 なし なし 個人蔵
10 兵法修練談 A1 不明 不明 論者 「紀元2334年写」
11 武道小倉袴 A2 天保5 1834 金沢大・北條 1門50類161号
12 武道小倉袴 A2 弘化2 1845 菊地庸介氏
13 武道小倉袴 A2 なし なし 黒川村公民館 ～巻13．（362‒75‒4）
14 武道小倉袴 A2 なし なし 東洋文庫・藤井 Ⅶ‒2‒F‒f‒1007
15 武道小倉袴 A2 なし なし 論者 ～巻5．
16 寛永兵術論 A3 なし なし 論者 端本．
17 袖錦岸柳島 A3 寛政9 1797 関西大・中村 L24**14‒37*1～3
18 袖錦岸柳島 A3 享和2 1802 論者
19 袖錦岸柳島 A3 安政5 1858 愛県大 9136‒1～3‒68
20 袖錦岸柳島 A3 なし なし 飯田市立図書館 10‒156‒6.1～6.6
21 袖錦岸柳島 A3 なし なし 論者
22 袖錦岸柳島 A3 なし なし 論者 ～巻2．
23 袖錦岸柳島 A3 なし なし 論者 巻9のみ．
24 二島英勇記 B 文政5 1822 個人蔵 巻5～10．刊写本．
25 二島英勇記 B 文政13 1830 論者 刊写本．
26 二島英勇記 B 嘉永4 1851 論者 読本→実録（第三章）
27 巌流記 B1 なし なし 名雲書店 画像での確認．
28 佐々木眼流之敵討 B1 明治5 1874 論者
29 岸柳島敵討実録 B1 天保7 1836 三原市立図書館 913.7/A（222‒126‒7）
30 眼流島敵討 B1 嘉永2 1850 九州大・檜垣 檜垣　カ‒83
31 眼流島敵討 B1 慶応3 1867 論者
32 眼流敵討之事 B1 天保13 1842 九州大・檜垣 檜垣　カ‒81
33 眼流島敵討 B1 なし なし 津山郷土・愛山 愛山　210/91
34 岩流島敵討 B1 なし なし 九州大・檜垣 檜垣　カ‒82
35 宮本武蔵敵討　上下 B1 天保4 1833 鳥取県立図書館（363‒116‒1）
36 宮本武蔵敵討　全 B1 寛政2 1790 鳥取県立図書館（363‒116‒2）
37 敵討眼流島 B1 明治17 1884 京都大・谷村 4‒41/カ/1
38 佐々木巌流（双島志俗豪傑） B2 なし なし 鳥取県立図書館（363‒120‒2）
39 双島志俗豪傑 B2 天明1 1781 萩市立図書館 410‒23
40 双島志俗豪傑 B2 文政13 1830 論者
41 双島志俗豪傑 B2 万延1 1860 論者
42 双島志俗豪傑 B2 元治１ 1864 個人蔵
43 双島志俗豪傑 B2 明治3 1872 菊地庸介氏
44 敵討巌流島実録 B2 なし なし 論者

45 宮本佐々木英雄美談 C1 なし なし 関西大・中村 L24**14‒246*1‒1～5

L24**14‒246*2‒1～5

【凡例】  ＊書名の旧字体は新字体に統一した。
 ＊年記については、書物のいずれかに書かれた年を記している。書写年とは限らない可能性もある。
 ＊請求記号の（　）は国文学研究資料館所蔵マイクロフィルムを示す。
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で
は
、
順
に
各
系
統
の
内
容
と
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
が
、
Ｃ
１
系
統
『
英
雄
美
談
』
に
つ
い
て
は
、
１
．
Ａ
系
統
の
実
録
に
加
え
て
読

本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
も
ふ
ま
え
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
Ａ
・
Ｂ
系
統
の
特
徴
を
把
握
し
た
い
こ
と
、
２
．『
英
雄
美
談
』
は
ボ
ー
ル
表
紙

本
『
絵
本
英
雄
美
談　

全
』（
辻
岡
文
助
、
明
18
・
7
）
な
ど
で
既
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
３
．『
英
雄
美
談
』
の
分
量
が
膨
大
で
あ

る
こ
と
、
以
上
の
理
由
と
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
本
稿
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
し
た
い
。
底
本
は
基
本
的
に
年
記
の
早
い
も
の
を
用
い
た
が
、

Ａ
１
系
統
は
前
掲
山
本
氏
論
考
で
示
さ
れ
た
書
名
と
の
対
応
か
ら
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
『
兵
法
修
練
談
』
を
用
い
る
。
ま
た
、
項
目

に
梗
概
と
登
場
人
物
を
掲
げ
て
は
い
る
が
、
同
じ
系
統
の
中
で
細
か
く
分
け
る
に
至
っ
た
差
異
に
つ
い
て
特
に
抽
出
し
た
た
め
、
省
略
し
た

部
分
も
あ
る
。
本
文
の
翻
刻
・
公
開
は
、
今
後
適
宜
行
っ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
外
題
、
内
題
以
外
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

二

－

１　

Ａ
系
統

【
Ａ
１
】『
兵
法
修
練
談
』（
寛
政
七
年
写
、
熱
田
文
庫
（
菊
田
家
）
蔵
）

　

◯
巻　
　

冊
…
一
巻
一
冊

　

◯
外　
　

題
…
兵
法
修
練
談

　

◯
内　
　

題
…
兵
法
修
練
談

　

◯
書 

写 

年
…
寛
政
七
年
（「
寛
政
七
年
卯
十
二
月
上
旬
写
之
」）

　

◯
総 

目 

録
…

　
　
　
　

塚
原
卜
伝
修
練
の
事

　
　
　
　

佐
々
木
岸
柳
沢
田
杢
左
衛
門
に
仮
名
を
譲
り
江
戸
江
出
し
盛
衰
之
事

　
　
　
　

仮
の
佐
々
木
岸
柳
宮
本
武
蔵
仕
合
之
事

　
　
　
　

宮
本
武
蔵
目
黒
道
に
て
狼
藉
に
出
遊
事

　
　
　
　

宮
本
武
蔵
佐
々
木
岸
柳
仕
合
之
事
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◯
梗　
　

概
…

　
　
　
　

塚
原
卜
伝
は
土
佐
生
ま
れ
の
無
手
勝
流
を
名
乗
る
剣
客
。
乗
合
の
船
で
大
男
が
大
言
を
吐
き
、
た
し
な
め
た
卜
伝
と
島
で
試
合
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
大
男
が
先
に
船
か
ら
降
り
て
卜
伝
を
急
か
す
が
、
卜
伝
は
「
無
手
勝
流
は
心
を
静
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
、
櫂
で
船
を
押
し
出
し
て
大
男
を
置
き
去
り
に
す
る
。
卜
伝
の
門
人
、
江
戸
の
石
川
郡
東
斎
巌
龍
は
卜
伝
流
を
極
め
、
郡
東
斎

の
門
人
に
二
刀
流
を
極
め
た
宮
本
武
蔵
が
い
る
。
肥
後
熊
本
の
佐
々
木
久
三
郎
は
岸
の
柳
の
動
き
を
見
て
奥
義
を
悟
り
、「
岸

柳
」
と
名
乗
っ
て
日
本
一
を
自
負
す
る
。
岸
柳
と
巌
龍
と
で
音
が
か
ぶ
る
こ
と
か
ら
、
岸
柳
は
郡
東
斎
が
邪
魔
。
門
人
第
一
の
沢

田
杢
左
衛
門
を
偽
岸
柳
と
し
、
門
弟
の
青
山
文
平
・
神
田
左
吉
を
付
け
て
江
戸
へ
遣
わ
し
、
郡
東
斎
を
挑
発
さ
せ
る
。
偽
岸
柳
は

大
看
板
を
掲
げ
、
男
伊
達
に
も
勝
利
し
て
門
人
が
増
え
る
。
小
石
川
の
役
人
が
偽
岸
柳
を
招
い
て
家
中
の
者
と
種
々
の
試
合
を
さ

せ
、
郡
東
斎
の
門
人
菱
田
主
膳
、
夏
川
庄
左
衛
門
が
敗
れ
る
。
し
か
し
、
年
若
の
辻
文
治
郎
が
青
山
文
平
を
倒
す
。
老
齢
の
郡
東

斎
は
報
告
を
聞
い
て
悩
む
が
、
武
蔵
が
対
応
を
引
き
受
け
、
郡
東
斎
は
喜
ん
で
武
蔵
を
送
り
出
す
。
武
蔵
は
偽
岸
柳
を
倒
し
、
看

板
を
持
ち
帰
る
。
偽
岸
柳
は
目
黒
不
動
尊
参
詣
帰
り
の
武
蔵
を
襲
う
が
、
返
り
討
ち
に
あ
う
。
武
蔵
は
数
人
を
殺
害
し
た
た
め
主

家
に
は
戻
れ
な
い
と
思
い
、
武
者
修
行
に
出
て
真
の
岸
柳
を
訪
う
こ
と
に
す
る
。
武
蔵
は
熊
本
の
岸
柳
を
尋
ね
る
も
、
関
東
に

上
っ
た
岸
柳
と
行
き
違
い
に
な
る
。
関
東
に
上
る
武
蔵
は
津
山
で
城
主
森
大
内
記
に
招
か
れ
、
折
良
く
津
山
に
い
た
京
の
剣
豪
吉

岡
憲
法
と
仕
合
を
す
る
。
抜
き
合
い
で
憲
法
の
鉢
巻
に
血
が
付
き
、
武
蔵
の
勝
ち
と
思
わ
れ
た
が
、
武
蔵
の
鉢
巻
に
も
遅
れ
て
血

が
付
い
て
引
き
分
け
と
な
る
。
憲
法
は
元
来
紺
屋
で
染
め
物
を
し
て
い
た
が
、
糊
に
た
か
る
蝿
を
篦
で
打
ち
落
と
す
内
に
奥
義
を

極
め
た
。
京
に
戻
っ
た
憲
法
は
同
輩
の
千
葉
幸
内
と
諍
い
に
な
り
、
幸
内
は
御
所
観
覧
中
の
憲
法
の
頭
を
門
弟
に
十
手
で
打
た
せ

る
。
恥
と
思
っ
た
憲
法
は
家
に
戻
っ
て
刀
を
隠
し
持
ち
、
引
き
返
し
て
内
裏
で
大
暴
れ
す
る
。
憲
法
は
討
ち
死
に
。
武
蔵
は
大
坂

か
ら
乗
っ
た
船
で
岸
柳
を
見
つ
け
、
二
人
は
戦
う
こ
と
に
な
る
。
武
蔵
は
船
頭
か
ら
櫂
を
買
い
取
り
、
そ
れ
を
切
り
落
と
し
て
左

右
の
手
に
持
っ
て
戦
う
。
武
蔵
に
打
た
れ
た
岸
柳
は
武
蔵
に
と
ど
め
を
さ
す
よ
う
頼
み
、
近
寄
っ
た
武
蔵
の
足
を
払
お
う
と
す
る

が
、
武
蔵
は
跳
び
避
け
て
岸
柳
に
と
ど
め
を
刺
す
。
武
蔵
は
大
坂
の
久
世
因
幡
守
へ
報
告
す
る
。
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◯
登
場
人
物
…
塚
原
卜
伝
、
石
川
郡
東
斎
、
宮
本
武
蔵
、
佐
々
木
岸
柳
、
沢
田
杢
左
衛
門
、
青
山
文
平
、
神
田
左
吉
、
菱
田
主
膳
、
夏
川

庄
左
衛
門
、
辻
文
治
郎
、
森
大
内
記
、
吉
岡
拳
法
、
千
葉
幸
内　

な
ど

　

◯
別 
書 

名
…
敵
討
袖
之
錦
、
秀
利
袖
之
錦
、
武
道
綴
錦
、
兵
法
修
練
記

　

◯
備　
　

考
…
前
掲
山
本
卓
氏
「
解
題
」（『
大
惣
本
稀
書
集
成
』）
は
「
管
見
の
内
に
は
享
和
元
年
書
写
を
明
示
す
る
も
の
も
あ
り
、
寛

政
以
前
の
成
立
と
い
え
よ
う
」
と
し
て
い
る
が
、
本
書
と
同
内
容
で
あ
る
『
敵
討
袖
之
錦
』（
個
人
蔵
）
に
「
安
永
三
甲
午
年
菊

月
廿
五
日
書
留
ル
杉
延
岩
松
」
と
安
永
三
年
﹇
一
七
七
四
﹈
の
年
記
が
あ
る
た
め
、
実
録
の
筋
と
し
て
は
安
永
頃
に
は
成
立
し
て

い
た
と
思
し
い
。

【
Ａ
２
】『
武
道
小
倉
袴
』（
弘
化
二
年
写
、
菊
池
庸
介
氏
蔵
）

　

◯
巻　
　

冊
…
十
巻
二
冊

　

◯
外　
　

題
…
武
道
小
倉
袴

　

◯
内　
　

題
…
武
道
小
倉
袴

　

◯
書 

写 

年
…
弘
化
二
年
（「
弘
化
二
ツ
と
い
ふ
と
し
」）

　

◯
総 

目 

録
…

　
　
　
　

巻
一　

塚
原
卜
伝
が
事

　
　
　
　

巻
二　

江
州
矢
橋
の
渡
ニ
て
卜
伝
明
智
之
事

　
　
　
　

巻
三　

佐
々
木
岸
柳
が
事

　
　
　
　

巻
四　

沢
田
杢
左
衛
門
が
事
并
ニ
江
戸
男
伊
達
の
事

　
　
　
　

巻
五　

佐
々
木
岸
柳
男
伊
達
を
仕
伏
る
事
并
ニ
泥
沼
勘
太
夫
が
事

　
　
　
　
　
　
　

水
野
隼
人
正
殿
ニ
而
仕
合
の
事
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巻
六　

水
戸
公
御
屋
敷
ニ
而
仕
合
之
事
并
ニ
辻
文
治
郞
が
事

　
　
　
　
　
　
　

夏
川
庄
左
衛
門
立
合
の
事
并
ニ
岸
柳
弓
の
仕
合
に
勝
事

　
　
　
　

巻
七　

辻
文
次
郎
感
賞
に
預
る
事
并
ニ
巌
龍
評
議
の
事

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵
心
免
流
自
号
の
事
并
ニ
石
川
巌
龍
一
子
相
伝
称
美
の
事

　
　
　
　

巻
八　

宮
本
武
蔵
岸
柳
立
会
の
事

　
　
　
　
　
　
　

行
人
坂
の
事

　
　
　
　

巻
九　

作
州
津
山
森
大
内
記
殿
家
中
名
士
の
伝
之
事

　
　
　
　

巻
十　

吉
岡
憲
法
即
飯
篦
之
事
并
ニ
憲
法
小
紋
の
事

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵
佐
々
木
岸
柳
試
合
の
事
并
ニ
岸
柳
島
と
名
付
る
事

　

◯
登
場
人
物
… 『
兵
法
修
練
談
』
と
ほ
ぼ
同
じ

　

◯
別 

書 

名
…
現
段
階
で
は
未
確
認

　

◯
備　
　

考
…
物
語
の
大
筋
と
登
場
人
物
は
Ａ
１
系
統
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
所
々
に
細
か
い
設
定
や
説
明
、
趣
向
が
付
加

さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
設
定
に
差
異
が
あ
る
点
も
見
ら
れ
る
。
全
て
で
は
な
い
が
、
具
体
例
を
以
下
に
示
）
9
（
す
。

　
　
　
　

・
剣
術
道
場
の
先
輩
が
屋
敷
で
高
慢
な
岸
柳
の
暗
殺
を
企
て
る
も
、
盃
に
入
っ
た
水
に
映
っ
て
失
敗
す
る
。

　
　
　
　

・
武
者
修
行
中
の
武
蔵
が
膏
薬
貼
り
の
武
術
者
竹
の
内
加
賀
之
助
と
仕
合
い
、
勝
利
す
る
。

　
　
　
　

・
吉
岡
兼
房
が
内
裏
で
「
鶏
り
合
」
を
見
て
い
た
と
き
、
千
葉
幸
内
の
門
弟
に
打
た
れ
る
。

【
Ａ
３
】『
袖
錦
岸
柳
島
』（
寛
政
九
年
写
、
関
西
大
学
図
書
館
中
村
文
庫
蔵
）

　

◯
巻　
　

冊
…
三
巻
三
冊

　

◯
外　
　

題
…
袖
錦
岸
柳
嶋
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◯
内　
　

題
…
袖
錦
岸
柳
嶋

　

◯
書 

写 

年
…
寛
政
九
年
（「
寛
政
九
年
巳
十
二
月
」）

　

◯
総 
目 

録
…
（　

）
は
本
文
中
に
は
あ
る
が
総
目
録
で
抜
け
落
ち
て
い
る
章
題
を
示
す
。

　
　
　
　

上
巻　

剣
術
四
天
王
之
事
附
り
似
せ
岸
柳
江
戸
江
居
住
之
事

　
　
　
　
　
　
　

岸
柳
小
笠
原
之
屋
敷
ニ
而
仕
逢
之
事
附
り
宮
本
三
之
助
由
来
之
事

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵
江
戸
江
来
ル
附
り
武
蔵
岸
柳
仕
合
之
事

　
　
　
　

中
巻　

目
黒
行
人
坂
に
て
武
蔵
岸
柳
勝
負
之
事
附
り
国
光
之
刀
由
来

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵
武
者
修
行
之
事
附
り
大
津
小
道
に
て
井
上
丹
治
に
逢
事

　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
播
州
姫
路
に
て
安
田
半
左
衛
門
に
出
合
事
附
り
兵
庫
浦
に
て
舟
頭
狼
藉
之
事

　
　
　
　
　
　
　

津
山
城
下
に
て
居
へ
切
之
事
附
り
京
都
吉
岡
兼
房
が
事

　
　
　
　
　
　
　
（
早
川
不
破
集
て
居
へ
切
に
出
る
事
附
り
兼
房
武
蔵
仕
逢
之
事
）

　
　
　
　

下
巻　

京
都
山
内
権
太
夫
か
事
附
り
吉
岡
兼
房
討
死
の
事

　
　
　
　
　
　
　

岸
柳
宮
本
三
之
助
を
殺
す
事
附
り
井
野
上
丹
治
忠
義
之
事

　
　
　
　
　
　
　

丹
治
国
光
の
刀
取
戻
ス
事
附
り
武
蔵
長
州
下
の
関
ニ
逗
留
之
事

　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
岸
柳
と
島
に
て
勝
負
の
事
付
り
武
蔵
帰
参
の
事

　

◯
梗　
　

概
…

　
　
　
　

将
軍
家
光
が
石
川
軍
東
斎
に
剣
術
四
天
王
の
優
劣
を
問
い
、
吉
岡
兼
房
を
第
一
、
宮
本
武
蔵
を
第
二
、
軍
東
斎
を
第
三
、
佐
々
木

岸
柳
を
第
四
と
す
る
。
恨
み
に
思
っ
た
岸
柳
は
門
弟
第
一
の
佐
々
木
杢
左
衛
門
を
偽
岸
柳
と
し
、
鷺
田
文
平
、
青
山
佐
吉
と
共
に

江
戸
に
送
り
、
隙
あ
ら
ば
軍
東
斎
を
討
つ
よ
う
命
じ
る
。
小
笠
原
家
は
軍
東
斎
の
門
弟
が
多
い
が
、
山
中
左
仲
は
偽
岸
柳
に
師

事
。
偽
岸
柳
は
広
言
を
吐
い
て
注
目
を
集
め
、
小
笠
原
家
に
招
か
れ
て
仕
合
を
す
る
。
小
笠
原
家
家
士
の
片
山
十
内
、
峯
切
弥
左
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衛
門
、
中
村
安
右
衛
門
は
偽
岸
柳
に
敗
れ
る
が
、
年
若
の
宮
本
三
之
助
が
鷺
田
文
平
に
勝
利
。
三
之
助
は
武
蔵
の
養
子
、
筑
前
天

狗
山
で
旅
を
し
て
い
た
武
蔵
が
、
死
ん
だ
父
を
斬
っ
て
運
ぼ
う
と
夜
中
に
刀
を
研
い
で
い
た
三
之
助
を
養
子
と
し
た
。
三
之
助
の

報
告
を
聞
い
た
軍
東
斎
は
豊
前
小
倉
に
い
た
武
蔵
を
呼
び
寄
せ
、
岸
柳
の
処
置
を
任
せ
る
も
、
敗
れ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
武
蔵

を
破
門
す
る
。
武
蔵
は
偽
岸
柳
を
倒
し
、
山
中
で
襲
っ
て
き
た
偽
岸
柳
一
味
も
返
り
討
ち
に
す
る
が
、
そ
の
際
に
左
仲
に
名
刀
国

光
を
奪
わ
れ
る
。
国
光
は
主
君
か
ら
の
預
か
り
も
の
、
武
蔵
は
刀
と
真
の
岸
柳
を
捜
す
武
者
修
行
の
旅
に
出
る
。
途
中
、
か
つ
て

の
同
輩
井
上
丹
治
と
再
会
、
丹
治
が
武
蔵
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
。
武
蔵
が
真
の
岸
柳
、
丹
治
が
国
光
を
探
し
、
途
中
様
々
な
苦

難
に
遭
う
。
武
蔵
は
津
山
で
京
の
剣
豪
吉
岡
兼
房
と
仕
合
う
こ
と
に
な
り
、
引
き
分
け
る
。
京
に
帰
っ
た
兼
房
は
同
輩
の
山
内
権

太
夫
と
諍
い
を
起
こ
す
。
あ
る
日
、
兼
房
が
内
裏
で
鶏
合
を
み
て
い
た
と
こ
ろ
を
権
太
夫
が
彼
の
門
弟
に
打
擲
さ
せ
る
。
兼
房
は

一
度
家
に
戻
っ
て
か
ら
刀
を
隠
し
持
っ
て
引
き
返
し
、
内
裏
で
暴
れ
た
後
に
自
害
。
一
方
、
養
父
の
武
蔵
を
捜
す
三
之
助
は
偶
然

岸
柳
と
同
じ
宿
に
泊
ま
り
、
岸
柳
を
討
と
う
と
す
る
も
返
り
討
ち
に
遭
う
。
小
道
具
屋
に
化
け
た
丹
治
は
情
報
を
探
り
、
国
光
の

刀
を
売
ろ
う
と
し
た
左
仲
か
ら
刀
を
取
り
返
す
。
小
倉
へ
と
向
か
う
船
中
で
武
蔵
は
岸
柳
を
発
見
、
二
人
は
島
で
戦
い
、
武
蔵
は

養
子
三
之
助
と
自
分
の
名
の
仇
と
し
て
岸
柳
を
討
つ
。
武
蔵
は
小
笠
原
家
に
帰
参
す
る
。

　

◯
登
場
人
物
…
徳
川
家
光
、
石
川
軍
東
斎
、
佐
々
木
岸
柳
、
佐
々
木
杢
左
衛
門
（
偽
岸
柳
）、
鷺
田
文
平
、
青
山
佐
吉
、
山
中
左
仲
、
片

山
十
内
、
峯
切
弥
左
衛
門
、
中
村
安
右
衛
門
、
宮
本
三
之
助
、
宮
本
武
蔵
、
井
上
丹
治
、
吉
岡
兼
房
、
山
内
権
太
夫　

な
ど

　

◯
別 

書 

名
…
寛
永
兵
術
論

　

◯
備　
　

考
…
物
語
の
筋
は
Ａ
１
系
統
と
類
似
す
る
が
、
異
な
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
相
違
に
つ
い
て
は
次
頁
の
対
照
表
（
表
２
）
を

参
照
し
て
頂
き
た
い
。
に
せ
岸
柳
や
吉
岡
と
の
仕
合
、
吉
岡
の
内
裏
で
の
奮
戦
、
武
蔵
と
岸
柳
と
の
決
闘
、
と
い
っ
た
大
ま
か
な

筋
は
共
通
す
る
も
の
の
、
卜
伝
譚
と
剣
術
四
天
王
の
優
劣
、〈
岸
柳
改
名
〉
の
趣
向
が
場
面
で
は
な
く
偽
岸
柳
（
杢
左
衛
門
）
の

大
言
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
、
辻
文
治
郎
と
宮
本
三
之
助
、
名
刀
の
国
光
を
奪
わ
れ
る
趣
向
、
武
蔵
に
仕
え
る
丹
治
の
存
在
、
千

葉
幸
内
と
山
内
権
太
夫
な
ど
、
物
語
の
は
じ
ま
り
方
や
物
語
内
の
趣
向
、
設
定
、
人
物
名
な
ど
に
違
い
が
見
え
る
。



一
二
〇

『
兵
法
修
練
談
』

『
袖
錦
岸
柳
島
』

・
塚
原
卜
伝
の
来
歴
と
智
勇
。

・
佐
々
木
が
岸
の
柳
を
見
て
奥
義
を
悟
り
、
岸
柳
と
改
名
。

・
岸
柳
が
沢
田
杢
左
衛
門
を
偽
岸
柳
と
し
て
江
戸
に
遣
わ
す
。

・
偽
岸
柳
の
大
看
板
を
見
て
男
伊
達
た
ち
が
挑
む
。

・
小
石
川
の
役
人
の
前
で
仕
合
う
。

・
郡
東
斎
の
門
弟
が
数
人
敗
れ
る
が
、
辻
文
治
郎
は
勝
利
。

・
辻
文
治
郎
が
郡
東
斎
に
報
告
。

・
武
蔵
が
郡
東
斎
の
名
代
と
し
て
偽
岸
柳
に
勝
利
。

・
武
蔵
は
偽
岸
柳
に
行
人
坂
で
襲
わ
れ
る
が
返
り
討
つ
。

・
武
蔵
は
武
者
修
行
に
出
て
本
物
の
岸
柳
を
探
す
。

・
津
山
で
吉
岡
憲
法
と
仕
合
い
、
引
き
分
け
る
。

・
憲
法
は
京
で
千
葉
幸
内
と
諍
い
、
内
裏
で
暴
れ
て
討
ち
死
に
。

・
岸
柳
を
見
つ
け
た
武
蔵
は
島
で
仕
合
い
、
武
蔵
が
勝
つ
。

・
家
光
が
軍
東
斎
に
剣
術
四
天
王
を
尋
ね
、
岸
柳
は
四
番
手
。

・
岸
柳
は
佐
々
木
杢
左
衛
門
を
偽
岸
柳
と
し
て
江
戸
に
遣
わ
す
。

・
小
笠
原
家
で
偽
岸
柳
と
軍
東
斎
門
下
の
家
士
が
仕
合
う
。

・
数
人
が
敗
れ
る
が
、
武
蔵
の
養
子
三
之
助
は
勝
利
。

・
三
之
助
が
軍
東
斎
に
報
告
、
軍
東
斎
は
武
蔵
を
呼
び
寄
せ
る
。

・
武
蔵
が
軍
東
斎
の
名
代
と
し
て
偽
岸
柳
に
勝
利
。

・
武
蔵
は
偽
岸
柳
に
行
人
坂
で
襲
わ
れ
る
が
返
り
討
つ
。

・
襲
わ
れ
た
隙
に
主
君
か
ら
預
か
っ
た
刀
を
左
仲
に
奪
わ
れ
る
。

・
武
蔵
は
刀
と
真
の
岸
柳
を
捜
し
、
武
者
修
行
に
出
る
。

・
同
じ
家
中
に
い
た
井
上
丹
治
と
再
会
、
丹
治
は
武
蔵
に
仕
え
る
。

・
武
蔵
は
津
山
で
吉
岡
兼
房
と
仕
合
い
、
引
き
分
け
る
。

・
兼
房
は
京
で
山
内
権
太
夫
と
諍
い
、
内
裏
で
暴
れ
て
討
ち
死
に
。

・
岸
柳
が
襲
っ
て
き
た
三
之
助
を
殺
害
。

・
丹
治
が
左
仲
か
ら
刀
を
取
り
返
す
。

・
岸
柳
を
見
つ
け
た
武
蔵
は
島
で
仕
合
、
武
蔵
が
勝
利
す
る
。

表２　『兵法修練談』『袖錦岸柳島』対照表
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以
上
、
Ａ
系
統
を
概
観
し
て
き
た
。
Ａ
１
『
兵
法
修
練
談
』
と
大
筋
は
変
わ
ら
ず
に
人
物
の
細
か
い
説
明
や
趣
向
が
加
わ
る
の
が
Ａ
２

『
武
道
小
倉
袴
』
で
あ
る
。
物
語
の
中
に
岸
柳
や
武
蔵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
武
芸
者
と
し
て
の
実
力
を
示
す
場
面
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
人
物
設
定
を
補
っ
て
長
編
化
さ
せ
、
さ
ら
に
武
芸
者
を
多
く
登
場
さ
せ
て
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
る
点
で
講
談
に
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
ま
た
、
Ａ
３
『
袖
錦
岸
柳
島
』
は
『
兵
法
修
練
談
』
と
物
語
の
筋
が
類
似
す
る
も
の
の
、
設
定
や
登
場
人
物
名
に
相
違
が
確
認
で
き

る
。



一
二
一

〈宮本武蔵もの〉実録の系統分類

二

－

２　

Ｂ
系
統

【
Ｂ
１
】『
宮
本
武
蔵
敵
討
』（
寛
政
二
年
写
、
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
）

　

◯
巻　
　

冊
…
一
巻
一
冊

　

◯
外　
　

題
…
宮
本
武
蔵
敵
討

　

◯
内　
　

題
…
な
し

　

◯
書 

写 

年
…
寛
政
二
年
（「
寛
政
弐
年
／
戌
五
月
日
写
之
／
布
袋
村
／
木
下
氏
」）

　

◯
目　
　

録
…

　
　
　
　

宮
本
武
蔵
敵
討
之
事

　
　
　
　

吉
岡
多
郎
左
衛
門
横
死
之
事

　
　
　
　

宮
本
武
蔵
武
者
修
行
之
事

　
　
　
　

佐
々
木
眼
流
小
倉
に
て
改
名
之
事

　
　
　
　

宮
本
武
蔵
官
太
夫
に
対
面
之
事

　

◯
梗　
　

概
…

　
　
　
　

吉
岡
多
郎
左
衛
門
兼
房
は
鬼
一
法
眼
の
末
流
、
芸
州
毛
利
輝
元
に
仕
え
る
。
兼
房
が
摂
州
有
馬
で
湯
治
し
た
折
、
近
江
の
浪
人

佐
々
木
眼
流
が
姫
路
城
主
木
下
肥
後
守
に
抱
え
ら
れ
、
家
中
の
剣
術
師
範
を
し
て
い
た
。
兼
房
の
旅
宿
が
眼
流
の
屋
敷
の
隣
、
粗

忽
な
下
部
が
眼
流
の
屋
敷
の
柿
を
取
る
。
眼
流
は
怒
っ
て
怒
鳴
り
込
み
、
兼
房
も
詫
び
る
が
手
討
ち
に
す
る
と
息
巻
く
。
譲
ら
な

い
眼
流
に
兼
房
が
相
手
に
な
る
と
述
べ
、
双
方
の
主
君
に
報
告
、
肥
後
守
は
仲
裁
し
よ
う
と
す
る
が
眼
流
は
聞
き
入
れ
な
い
。
二

人
は
亀
の
甲
島
で
木
刀
を
使
っ
て
戦
い
、
兼
房
が
二
度
勝
利
。
肥
後
守
は
眼
流
の
報
復
を
危
ぶ
み
、
兼
房
の
旅
宿
を
警
固
さ
せ

る
。
眼
流
は
兼
房
の
暗
殺
を
目
論
み
、
芸
州
に
忍
び
行
く
。
二
十
六
夜
の
月
待
帰
り
に
兼
房
は
闇
討
ち
に
遭
う
。
吉
岡
の
隣
家
の

草
履
取
り
七
助
は
雨
中
の
買
い
物
帰
り
に
兼
房
を
見
か
け
、
挨
拶
を
面
倒
に
思
っ
て
隠
れ
て
い
て
闇
討
ち
を
目
撃
。
輝
元
は
下
手
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人
を
捜
さ
せ
る
が
不
明
。
七
助
は
身
を
危
ぶ
ん
で
口
を
つ
ぐ
む
。
兼
房
の
妻
は
夫
の
死
を
聞
い
て
病
死
。
吉
岡
の
長
男
又
太
郎
は

三
年
前
に
死
去
、
次
男
貫
次
郎
は
兼
房
の
門
弟
宮
本
武
右
衛
門
の
養
子
と
な
っ
て
肥
後
熊
本
加
藤
家
に
仕
え
て
い
た
。
兼
房
死
去

の
一
報
を
聞
い
た
貫
次
郎
と
武
右
衛
門
は
落
ち
込
む
が
、
君
主
の
加
藤
清
正
は
養
子
と
な
っ
た
た
め
実
父
の
仇
討
ち
が
で
き
な
い

貫
次
郎
に
武
者
修
行
を
命
じ
る
。
貫
次
郎
は
武
蔵
と
改
名
し
て
武
者
修
行
に
出
る
。
途
中
、
賊
に
攫
わ
れ
た
女
を
助
け
て
村
に
送

り
届
け
る
と
、
亭
主
に
留
め
ら
れ
る
。
翌
日
、
四
方
山
話
を
し
て
い
る
と
、
亭
主
が
実
は
七
助
で
兼
房
が
闇
討
ち
さ
れ
た
場
面
を

見
て
い
た
こ
と
を
話
す
。
武
蔵
は
七
助
と
二
人
で
仇
を
捜
す
旅
に
出
る
。
眼
流
は
大
塚
官
太
夫
と
名
を
変
え
、
豊
前
小
倉
で
刀
の

目
利
き
な
ど
を
し
て
暮
ら
す
。
備
前
長
光
の
目
利
き
や
赤
豆
長
光
の
話
か
ら
、
黒
田
甲
斐
守
は
官
太
夫
を
気
に
入
っ
て
召
し
抱
え

る
。
武
蔵
が
噂
に
聞
い
た
官
太
夫
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
七
助
が
彼
こ
そ
下
手
人
と
武
蔵
に
報
告
。
七
助
は
眼
流
が
落
と
し
た
小
柄

を
拾
っ
て
お
り
、
官
太
夫
の
服
の
紋
と
小
柄
の
紋
が
同
じ
と
い
う
証
拠
を
示
す
。
官
太
夫
が
仇
と
定
ま
っ
た
武
蔵
は
決
闘
を
申
し

込
み
、
互
い
の
主
君
に
報
告
。
黒
田
甲
斐
守
は
筋
が
違
う
と
官
太
夫
を
守
ろ
う
と
す
る
が
、
毛
利
の
家
臣
毛
利
勘
解
由
左
衛
門
に

論
破
さ
れ
、
承
諾
。
小
倉
の
北
東
に
あ
る
島
で
二
人
は
戦
い
、
武
蔵
は
眼
流
を
討
ち
果
た
す
。
主
君
清
正
も
喜
ぶ
。

　

◯
登
場
人
物
…
吉
岡
多
郎
左
衛
門
、
毛
利
輝
元
、
佐
々
木
眼
流
（
大
塚
官
太
夫
）、
木
下
肥
後
守
、
七
助
、
宮
本
武
右
衛
門
、
宮
本
武
蔵

（
貫
次
郎
）、
加
藤
清
正
、
七
助
の
娘
、
黒
田
甲
斐
守
、
毛
利
勘
解
由
左
衛
門　

な
ど

　

◯
別 

書 

名
…
眼
流
島
敵
討
、
眼
流
敵
討
之
事
、
佐
々
木
眼
流
之
敵
討
、
岸
柳
島
敵
討
実
録　

な
ど

【
Ｂ
２
】『
双
島
志
俗
豪
傑
』（
天
明
元
年
写
、
萩
市
立
図
書
館
蔵
）

　

◯
巻　
　

冊
…
十
巻
一
冊

　

◯
外　
　

題
…
雙
島
志
俗
豪
傑

　

◯
内　
　

題
…
双
嶋
志
俗
豪
傑

　

◯
書 

写 

年
…
天
明
元
年
（「
天
明
改
元
夏
至
五
月
十
日　

仕
学
堂
主
人
謾
写
」）
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〈宮本武蔵もの〉実録の系統分類

　

◯
総 

目 

録
…

　
　
　
　

巻
一　

吉
岡
兼
房
毛
利
江
仕
官
之
事

　
　
　
　

巻
二　

木
下
家
定
姫
路
在
城
之
事
并
佐
々
木
巌
流
師
範
之
事

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
巌
流
立
腹
之
事
并
兼
房
下
部
が
誤
り
侘
る
事

　
　
　
　

巻
三　

木
下
肥
後
守
評
議
之
事
并
佐
々
木
吉
岡
登
城
之
事

　
　
　
　
　
　
　

兼
房
巌
流
嶋
ニ
而
仕
合
之
事

　
　
　
　

巻
四　

瀧
五
郎
左
衛
門
旅
宿
を
固
る
事

　
　
　
　
　
　
　

吉
岡
兼
房
横
死
之
事
并
宮
本
武
左
衛
門
願
書
之
事

　
　
　
　

巻
五　

加
藤
清
正
仁
心
之
事
并
宮
本
武
蔵
発
足
之
事

　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
井
山
盗
人
を
誅
す
る
事

　
　
　
　

巻
六　

花
房
介
兵
衛
陣
中
一
見
之
事
并
上
杦
上
意
被
蒙
る
事

　
　
　
　

巻
七　

宮
本
武
蔵
雷
火
咄
之
事
并
七
助
仇
行
被
留
る
事

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵
九
州
立
帰
る
事

　
　
　
　

巻
八　

巌
流
刀
目
利
之
事

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
長
政
官
太
夫
抱
給
ふ
事
并
小
豆
長
光
由
来
之
事

　
　
　
　

巻
九　

武
蔵
官
太
夫
と
初
て
出
合
之
事
并
七
助
敵
を
見
出
す
事

　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
再
び
巌
流
を
た
め
す
事
并
立
合
願
上
る
事

　
　
　
　

巻
十　

加
藤
清
正
三
士
を
小
倉
江
遣
す
事
并
益
田
越
中
長
政
言
込
る
事

　
　
　
　
　
　
　

黒
田
殿
木
刀
工
夫
之
事
并
武
蔵
巌
流
仕
合
仇
討
之
事

　

◯
登
場
人
物
…
吉
岡
太
郎
左
衛
門
兼
房
、
毛
利
輝
元
、
佐
々
木
巌
流
（
佐
々
木
官
太
夫
）、
木
下
肥
後
守
、
七
助
、
宮
本
武
右
衛
門
、
宮
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本
武
蔵
（
友
次
郎
）、
加
藤
清
正
、
花
房
助
兵
衛
（
武
蔵
の
養
母
の
弟
）、
豊
臣
秀
吉
、
上
杉
景
勝
、
瀧
（
七
助
の
娘
）、
娘
（
武

蔵
と
瀧
と
の
娘
）、
黒
田
甲
斐
守
、
毛
利
勘
解
由
左
衛
門　

な
ど

　

◯
別 
書 

名
…
敵
討
巌
流
島
実
録
な
ど
（
表
１
・
37
は
外
題
が
『
佐
々
木
巌
流
』
で
内
題
が
『
双
島
志
俗
豪
傑
』）

　

◯
備　
　

考
…
物
語
の
大
筋
は
Ｂ
１
の
『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
デ
ィ
テ
ー
ル
や
趣
向
が
付
加
さ
れ
た
部
分
が
見
え
る
。

現
段
階
で
確
認
し
得
た
諸
本
で
は
、『
双
島
志
俗
豪
傑
』
の
方
が
年
記
が
早
く
、
あ
る
い
は
『
双
島
志
俗
豪
傑
』
の
趣
向
を
省
い

た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
と
『
双
島
志
俗
豪
傑
』
と
の
差
異
は
以
下
の
通
り
。

　
　
　
　

・ 

兼
房
と
巌
流
が
戦
っ
た
島
が
、『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
は
「
亀
の
甲
島
」、
本
書
は
「
比
能
島
」。

　
　
　
　

・ 『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
で
は
清
正
か
ら
〈
武
者
修
行
〉
の
話
が
出
た
が
、『
双
島
志
俗
豪
傑
』
で
は
、
ま
ず
武
蔵
か
ら
〈
仇
討
ち
〉

を
願
い
出
て
、
清
正
が
〈
武
者
修
行
〉
を
許
す
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

・ 

武
蔵
の
養
母
の
弟
花
房
助
兵
衛
が
登
場
。
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
参
加
し
た
助
兵
衛
を
武
蔵
が
訪
う
。
諸
将
が
陣
中
で
能
を
観

覧
し
た
こ
と
を
助
兵
衛
が
罵
倒
。
秀
吉
の
耳
に
入
り
、
助
兵
衛
の
主
上
杉
景
勝
が
叱
責
さ
れ
る
が
、
最
後
に
は
許
さ
れ
る
。

　
　
　
　

・ 『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
で
は
賊
か
ら
助
け
た
女
が
七
助
の
娘
で
あ
っ
た
が
、『
双
島
志
俗
豪
傑
』
で
は
賊
か
ら
助
け
た
女
と
七
助
の

娘
と
は
別
人
の
設
定
。
七
助
の
娘
は
瀧
と
い
う
名
前
で
、
か
つ
て
宮
本
家
に
奉
公
し
た
時
に
武
蔵
と
恋
仲
に
な
っ
て
懐
妊
し
た

も
の
の
、
暇
を
出
さ
れ
て
故
郷
で
娘
を
産
ん
だ
。
そ
の
縁
で
七
助
か
ら
兼
房
闇
討
ち
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　

・ 

武
蔵
が
「
雷
火
」
を
怖
が
る
話
か
ら
、
七
助
が
兼
房
闇
討
ち
の
場
面
を
目
撃
し
た
こ
と
を
話
す
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

前
掲
菊
池
氏
論
考
（「
実
録
と
絵
本
読
本
」）
が
本
書
を
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
の
種
本
と
判
断
し
た
根
拠
が
、
こ
の
場
面
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
佐
々
木
巌
流
』（
鳥
取
県
立
図
書
館
蔵
、
内
題
：
双
島
志
俗
豪
傑
）
で
は
、「
雷
火
の
咄
」
が
掲
載
さ
れ
て
お

ら
ず
、
写
本
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る
点
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｂ
１
『
宮
本
武
蔵
敵
討
』
と
Ｂ
２
『
双
島
志
俗
豪
傑
』
の
大
筋
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
備
考
に
示
し
た
通
り
、
細
か
い
点
で
差
異
が
散
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見
さ
れ
る
。『
双
島
志
俗
豪
傑
』
で
は
武
蔵
が
七
助
の
娘
「
瀧
」
と
恋
仲
に
な
っ
て
娘
が
産
ま
れ
る
点
が
大
き
な
違
い
と
い
え
よ
う
。
本
文

に
は
、「
宮
本
武
右
衛
門
方
に
望
之
由
ニ
而
奉
公
し
け
る
に
、
主
人
之
気
に
入
三
ヶ
年
も
勤
居
る
内
、
武
蔵
部
屋
住
の
つ
れ
〴
〵
に
手
を
か
け

し
所
、
懐
妊
に
及
び
け
れ
ば
、
武
蔵
両
親
の
手
前
を
思
ひ
憚
る
所
ニ
、
両
親
此
事
を
さ
と
り
、
夫
と
な
く
暇
を
遣
し
け
る
」
と
あ
る
。『
双

島
志
俗
豪
傑
』
に
依
拠
し
た
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
で
は
こ
の
設
定
が
取
ら
れ
て
お
ら
ず
、
読
本
で
七
助
の
娘
「
巻
」
と
恋
仲
に
な
っ

た
の
は
無
三
四
の
養
父
宮
本
武
右
衛
門
の
家
士
日
下
幸
助
で
あ
っ
た
。
幸
助
は
後
に
七
助
の
壻
と
な
っ
て
十
助
と
名
乗
っ
て
い
る
。『
双
島

志
俗
豪
傑
』
の
武
蔵
像
は
「
英
勇
」
と
見
做
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
当
時
の
「
英
勇
」
像
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

　

以
上
、
Ａ
・
Ｂ
両
系
統
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
近
世
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
に
は
、
こ
れ
ら
数
種
の
内
容
や
特
徴

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
名
古
屋
の
貸
本
屋
、
大
惣
の
目
録
『
大
野
屋
惣
兵
衛
蔵
書

目
録
』
第
十
五
）
10
（

冊
に
は
、

　
　
　
　

袖
錦
岸
柳
島　
　
　
　
　

五

　
　
　
　

同　

本　
　
　
　
　
　
　

三

　
　
　
　

同　

本

　
　
　
　

敵
討
巌
流
島　
　
　
　
　

三

　
　
　
　

豪
傑
雙
嶋
志　
　
　
　
　

五

　
　
　
　

同　

後
篇　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　

同書
（
兵
法
修
練
談

秀
利
袖
の
錦 

六一

と
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
Ａ
・
Ｂ
両
系
統
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
書
名
が
並
ん
で
い
る
。「
兵
法
修
練
談
」
と
「
秀
利
袖
の
錦
」

と
を
「
同
書
」
と
し
て
お
り
、
写
本
で
伝
わ
る
実
録
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
同
じ
内
容
で
も
書
名
が
一
様
で
な
い
こ
と
は
常
識
で
あ
っ
た
。
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右
の
大
惣
の
目
録
が
い
つ
頃
こ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
数
種
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
が
並
記
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
種
々
の
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
が
貸
本
に
よ
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

三　

実
録
か
ら
読
本
、
読
本
か
ら
写
本
へ

　

次
に
、
こ
れ
ま
で
に
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
内
容
や
特
徴
を
ふ
ま
え
て
分
類
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
写
本
│
│
特
に
実
録
│
│
と
刊
本
と

の
相
関
関
係
に
つ
い
て
気
付
い
た
点
を
少
し
述
べ
た
い
。

　

近
世
期
に
書
写
さ
れ
た
写
本
の
中
に
は
「
刊
写
本
」
と
呼
ば
れ
る
種
類
の
も
の
が
あ
る
。「
刊
写
本
」
に
つ
い
て
は
、
林
望
氏
「
嵯
峨
本

を
読
む
│
│
本
阿
弥
光
悦
の
印
刷
工
）
11
（

房
」
が
「
た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
に
、
本
を
買
え
な
か
っ
た
人
々
が
人
か
ら
刊
本
を
借
り
て
、
そ
れ
を

忠
実
に
筆
写
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
れ
は
写
本
で
あ
り
な
が
ら
内
容
上
は
刊
本
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
、
こ
う
い
う
の
は
「
刊
写
本
」

と
呼
ば
れ
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
〈
武
蔵
も
の
〉
に
関
し
て
も
、
表
１
で
Ｂ
と
示
し
た
よ
う
な
、
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
の

「
刊
写
本
」
と
思
し
き
写
本
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
問
題
は
、
林
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
刊
写
本
」
の
よ
う
に
、
刊
本
を

「
忠
実
」
に
「
写
」
し
た
わ
け
で
は
な
い
写
本
も
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
紹
介
し
た
い
。

　

論
者
架
蔵
の
『
二
島
英
勇
記
』
な
る
写
本
が
興
味
深
い
要
素
を
有
し
て
い
る
。
略
書
誌
を
以
下
に
示
す
。

　

◯
巻　
　

冊
…
三
巻
三
冊
（
上
巻
総
目
録
の
下
に
割
書
で
「
全
部
五
巻　

今
為
三
巻
」
と
あ
り
、
元
は
五
巻
構
成
で
あ
っ
た
も
の
を
写
す

際
に
三
巻
三
冊
に
改
め
た
と
思
し
い
）

　

◯
外　
　

題
…
二
嶋
英
雄
記

　

◯
内　
　

題
…
二
嶋
英
勇
記
（
上
巻
）、
二
嶋
英
雄
記
（
中
・
下
巻
）

　

○
書　
　

型
…
半
紙
本
（
縦
二
十
四
・
〇
×
横
十
七
・
二
糎
）

　

◯
書 

写 

年
…
嘉
永
四
年
（「
嘉
永
四
年
辛
亥
／
正
月
吉
辰
」）



一
二
七

写本『二島英勇記』下巻巻末（架蔵） 写本『二島英勇記』上巻本文巻頭（架蔵）

〈宮本武蔵もの〉実録の系統分類

　

○
備　
　

考
…
「
長
崎
村
／
田
村
作
兵
衛
／
同　

喜
作
／
六
拾
九
ノ

年
写
し
置
」（
巻
末
）

　

さ
て
、
本
書
の
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
嘉
永
四
年
﹇
一
八
五
一
﹈
の

年
記
か
ら
、
ⅰ
．〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
、
ⅱ
．
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇

記
』
の
刊
写
本
、
ⅲ
．
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
の
抄
録
（
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
）、
と
い
う
推
測
が
立
つ
。

　

ま
ず
ⅰ
に
つ
い
て
。
本
書
の
総
目
録
を
次
頁
の
表
３
の
上
段
に
示
し

た
。
第
一
章
で
触
れ
た
「
無
三
四
」
と
い
う
名
前
の
表
記
や
「
白
倉
」

「
笠
原
」
と
い
っ
た
登
場
人
物
名
か
ら
、
一
瞥
し
て
い
わ
ゆ
る
〈
武
蔵

も
の
〉
実
録
で
は
な
く
、
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
の
影
響
を
受
け

た
写
本
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
位
置
づ
け
は
ⅰ
で
は
な

く
、
ⅱ
か
ⅲ
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
読
本
『
絵
本
二
島
英

勇
記
』
の
総
目
録
（
表
３
下
段
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
対
応
し
な
い

箇
所
が
見
え
る
。
特
に
、
傍
線
を
引
い
た
「
穴
間
山
中
に
鮫
魚
を
殺
す

事
」
や
「
無
三
四
天
狗
山
伏
に
遇
ふ
事
」
と
い
っ
た
、
幕
末
期
に
お
い

て
浮
世
絵
の
題
材
に
も
な
っ
）
12
（
た
著
名
な
無
三
四
の
武
勇
譚
が
削
ら
れ
て

い
る
点
が
興
味
深
い
。

　

加
え
て
、
両
書
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
巻
頭
を
対
照
さ
せ
る
と
、
以
下
の

通
り
に
な
）
13
（

る
。

　

◯
古
語
に
曰
く
、
其
②
能ノ
ウ

あ
る
者
は
以
て
生
を
苦
む
と
は
①
宜ム
ベ

な
る



一
二
八

写
本
『
二
島
英
勇
記
』
惣
目
録

読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
惣
目
録

上
巻　

佐
々
木
巌
流
が
来
㍾由

　
　
　

吉
岡
太
郎
右
衛
門
が
由
来

　
　
　

吉
岡
与
㍼佐
々
木
㍽争
論

　
　
　

吉
岡
打
㍼倒
巌
流
㍽

　
　
　

巌
流
闇
㍼討
吉
岡
㍽

　
　
　

宮
本
友
治
郎
逢
㍾難

　
　
　

友
治
郎
再
逢
㍾難
并
二
刀
流
之
起
リ

　
　
　

名
嶋
高
弟
遣
㍼書
熊
本
㍽

中
巻　

宮
本
父
子
願
書
書
替

　
　
　
　
　

并
友
治
郎
出
㍼武
者
修
行
㍽　

友
治
郎
至
名
嶋
祀
㍼亡
父
霊
㍽

　
　
　

宮
本
無
三
四
与
㍼白
倉
㍽試
㍾剣

　
　
　

宮
本
無
三
四
与
㍼白
倉
㍽試
合

　
　
　

同
人
乞
㍼白
倉
暇
㍽并
師
弟
奸
計

　
　
　

白
倉
師
弟
饗
㍼応
宮
本
㍽

　
　
　
　
　

并
無
三
四
破
㍼浴
室
㍽逢
㍾難
宮
本
山
中
而
討
㍼於
盗
賊
㍽

下
巻　

無
三
四
到
㍼高
田
㍽并
発
㍼足
作
州
㍽

　
　
　

宮
本
趣
㍼信
刕
㍽并
逢
㍼于
笠
原
㍽

　
　
　

宮
本
無
三
四
着
㍼岸
于
九
州
㍽并
七
助
過
破
㍼壮
士
之
飯
笥
㍽

　
　
　

七
助
夫
婦
連
㍼無
三
四
㍽帰
㍼旧
里
㍽

　
　
　
　
　

并
無
三
四
実
父
聞
㍼横
死
噺
㍽

　
　
　

無
三
四
伺
㍼佐
々
木
官
太
夫
㍽

　
　
　

無
三
四
討
㍼巌
流
㍽報
㍼実
父
仇
㍽

　
　
　

自
㍼小
倉
家
中
㍽護
㍼送
無
三
四
㍽

　
　
　
　
　

并
宮
本
無
三
四
皈
㍼本
国
㍽

巻
一　

佐
々
木
巌
流
之
事

　
　
　

吉
岡
太
郎
右
衛
門
の
事

　
　
　

吉
岡
佐
々
木
巌
流
と
争
論
之
事

巻
二　

吉
岡
佐
々
木
巌
流
を
打
倒
す
事

　
　
　

巌
流
吉
岡
を
闇
殺
之
事

巻
三　

宮
本
友
次
郎
難
に
逢
ふ
事
并
難
を
脱
る
ゝ
事

　
　
　

友
次
郎
再
難
に
逢
ふ
事
并
二
刀
流
の
起
原
の
事

　
　
　

名
島
の
高
弟
書
を
熊
木
に
遣
す
事

巻
四　

宮
本
復
讐
訴
訟
之
事

　
　
　

友
次
郎
熊
木
発
足
の
事
并
名
島
高
弟
宮
本
に
会
す
る
事

　
　
　

宮
本
無
三
四
白
倉
源
五
左
衛
門
と
剣
を
試
る
事

巻
五　

宮
本
白
倉
源
五
左
衛
門
と
試
合
之
事

　
　
　

宮
本
無
三
四
辞
㍼白
倉
㍽事
并
白
倉
師
弟
奸
計
の
事

　
　
　

白
倉
師
弟
宮
本
を
饗
膳
の
事

巻
六　

宮
本
無
三
四
危
殆
を
遁
る
ゝ
事

　
　
　

宮
本
兇
賊
を
於
山
中
討
つ
事

巻
七　

無
三
四
美
作
を
発
足
す
る
事

　
　
　

穴
間
山
中
に
鮫
魚
を
殺
す
事

　
　
　

無
三
四
天
狗
山
伏
に
遇
ふ
事

　
　
　

無
三
四
笠
原
新
三
郎
に
遇
ふ
事

巻
八　

無
三
四
八
人
の
壮
士
と
争
競
を
起
す
事

　
　
　

七
助
名
島
に
還
る
事

巻
九　

無
三
四
霹
靂
話
の
事

　
　
　

無
三
四
佐
々
木
官
太
夫
を
覗
ふ
事

巻
十　

無
三
四
巌
流
に
対
面
之
事

　
　
　

無
三
四
巌
流
を
討
事

　
　
　

山
内
堀
の
両
士
無
三
四
を
饗
応
并
護
送
の
事

　
　
　

宮
本
無
三
四
始
終
之
事

表３　写本『二島英勇記』と読本『絵本二島英勇記』の総目録
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一
二
九

〈宮本武蔵もの〉実録の系統分類

哉
。
昔ム

カ

し
③
永
禄
天
正
年
中
の
頃
、
天
下
大
に
乱
れ
、
④
英エ

イ

勇ユ
ウ

は
蜂ハ

チ

の
如
く
に
起
り
、
鷹タ

カ

の
如
く
揚ア

ガ

り
、
各カ

ク

国コ
ク

瓜
の
割
け
、
闘ト

ウ

戦セ
ン

し
ば

〳
〵
止ヤ

む
時
な
し
。 

（
写
本
『
二
島
英
勇
記
』）

　

◯
不ふ
　

材さ
い

之の
　

木き
　

は
無
用
な
る
が
故ゆ
へ

に
天て
ん

年ね
ん

を
得え

。
主し
ゆ

人じ
ん

之の
　

雁が
ん

は
不ふ
　

材さ
い

な
る
を
以も
つ

て
死こ
ろ

さ
る
。
荘さ
う

周し
う

は
其そ
の

間あ
ひ
だに
処お
ら

ん
事
を
取と

れ
り
。
①
嗚あ

呼ゝ

宜む
べ

な
る
か
な
。
②
能の

う

あ
り
て
よ
く
勝す

ぐ

れ
た
る
も
禍わ

ざ
は
　ひ
の
端は

し

な
り
。
諸し

よ

葛か
つ

武ぶ

侯こ
う

が
賢け

ん

な
る
も
。
畢つ

ひ

に
五ご

ぢ

丈や
う

原げ
ん

に
心し

ん

志し

を
労ら

う

し
て
。
其そ

の

終を
は

り
を

能よ
く

す
る
事
あ
た
は
ず
。
荊け
い

何が

が
刺し

に
於お
け

る
。
そ
の
刺し

の
た
め
に
死し

す
。
是こ
れ

所い
は

謂ゆ
る　
②
其そ
の

能の
う

を
以
て
其
生せ
い

を
苦く
る

し
め
ら
る
ゝ
者
也
。
爰こ
ゝ

に

本ほ
ん

邦ほ
う

足あ
し

利か
ゞ

家け

の
覇は

権け
ん

一
た
び
解と

け
。
應お

う

仁じ
ん

よ
り
以こ

の

降か
た

。
③
永え

い

禄ろ
く

天て
ん

正し
や
うの

頃こ
ろ

に
い
た
り
。
④
天て

ん

下か

の
英え

い

勇ゆ
う

蜂は
ち

の
ご
と
く
起お

こ

り
。
鷹た

か

の
ご
と

く
揚あ
が
りて

。
各か

く

国こ
く

瓜う
り

の
ご
と
く
に
割さ

け

。
闘と

う

戦せ
ん

し
ば
〳
〵
止や

む
時
な
し
。 

（
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』）

写
本
と
読
本
の
本
文
と
で
共
通
す
る
語
彙
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
読
本
で
長
々
と
記
さ
れ
た
故
事
を
写
本
で
は
「
古
語
に
曰
く
」
と
省
略

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
該
本
は
ⅱ
に
あ
げ
た
「
忠
実
」
な
刊
写
本
で
も
な
い
。

　

で
は
、
ⅲ
の
「
抄
録
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
。
検
討
の
た
め
に
白
倉
源
五
左
衛
門
と
無
三
四
が
邂
逅
し
た
際
の
場
面
を
取
り
上
げ
た
い
。

読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
巻
之
五
「
宮み
や

本も
と

与と
　

㍼白し
ら

倉く
ら

源げ
ん

五ご
　

左ざ
　

衛へ
も

門ん
と

㍽試し
あ

合ひ
の

事
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
描
か
れ
る
。

　
　

却さ
て
も説

白し
ら

倉く
ら

源
五
左
衛
門
は
、
宮み

や

本も
と

が
年ね

ん

齢れ
い

い
ま
だ
稚

い
と
け
な
き

を
慢あ

な
どり

、
何な

に

程ほ
ど

の
事こ

と

か
有あ

る

べ
し
と
思お

も

ひ
し
が
、
思し

慮り
よ

の
外ほ

か

な
る
其そ

の

動は
た

作ら
き

に
恐け

う

懼く

し
、
暫ざ
ん

時じ

刻と
き

を
う
つ
す
と
い
へ
ど
も
、
仕し

出い
だ

し
た
る
上よ
き

計
は
か
り
こ
と

も
発は
つ

せ
ず
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
門も
ん

人じ
ん

の
思お
も

ふ
所
も
恥は
つ

か
し
く
、
渋し
ぶ

り
な
が
ら
座ざ

を
立た

ち

、
頓や

が

て
圏か

こ
みの

内う
ち

に
入
て
、「
去い

来ざ

一い
つ

剣け
ん

を
試こ

ゝ
ろむ

べ
し
。」 

（
巻
之
五
）

武
者
修
行
中
の
無
三
四
に
試
合
を
挑
ま
れ
た
白
倉
が
し
ぶ
り
な
が
ら
勝
負
を
受
け
る
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
写
本
『
二
島

英
雄
記
』
の
該
当
箇
所
に
あ
た
る
と
、
次
の
よ
う
な
描
写
で
あ
る
。

　
　

白
倉
、
庭
前
の
松
木
に
鳩
数
拾
禽キ

ン

飛
来
る
を
見
て
、
源
五
左
衛
門
無
三
四
に
向
ひ
、「
然
ら
ば
貴
殿
ニ
某
が
弓
術
を
見
ス
べ
し
。」
と
、

若
党ト
ウ

に
弓
箭ヤ

を
申
付
る
。

　
　
　
　

一
説
曰
、
白
倉
弓
は
「
飛
鳥
を
射イ

て
宮
本
を
驚
さ
ん
。」
と
の
下
心
な
り
。

　
　

間
も
な
く
弓
箭ヤ

を
出
せ
ば
、
白
倉
暫
く
ね
ら
ふ
て
ヒ
ヤ
ウ
と
放
せ
ば
、
遥ハ
ル

か
高
き
に
遊
ぶ
鳩
の
胸ム
ナ

板イ
タ

射イ

抜
き
た
り
。 

（
中
巻
）



一
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つ
ま
り
、
白
倉
は
無
三
四
を
驚
か
せ
て
勝
負
を
優
位
に
運
ぼ
う
と
し
、
ま
ず
庭
に
い
る
鳩
を
弓
で
射
て
落
と
す
。
し
か
し
、
そ
の
様
を
見
た

無
三
四
は
驚
く
ど
こ
ろ
か
、
白
倉
に
対
し
て
「
先
生
未
ダ
弓
道
ニ
暗
し
」
と
述
べ
た
上
で
、

　
　
「
弓
術
は
兎
も
あ
れ
戯
レ
飛
鳥
を
射
、
殊
更
鳩
は
八
幡
大
菩
薩
の
愛
鳥
ニ
而
神
仏
の
使
者
な
り
。
古
人
鳩
の
詩
ニ
も
社
前
社
後
喜　ブ
レ
得
レ
伝　フ

と
云
り
。
其
ノ
八
幡
宮
の
愛
鳥
を
殺
し
、
豈ア

ニ

神シ
ン

罰バ
ツ

を
蒙
ら
ザ
ラ
ん
や
。
又
仏
語
ニ
は
一
枝
ヲ
切
ル
事
一
指
ヲ
切
ル
が
如
し
と
云
り
。
又
五
寸

の
虫
ニ
は
五
分
の
如
来
胸
中
ニ
在
ス
と
か
や
。
故
ニ
生
あ
る
も
の
〳
〵
胸
ヲ
射イ

る
事
仏
神
の
専
ら
悪
ム
処
な
り
。
夫
レ
我
朝
は
神
国
也
。
神

仏
の
愛
隣
な
く
し
て
長
久
を
保タ
モ
チが

た
し
。
故
ニ
御
辺
の
弓
術
奇キ

と
す
る
に
足
ら
ず
。」 

（
中
巻
）

と
、
鳩
が
武
士
の
守
り
神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
の
愛
鳥
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
鳩
を
射
た
白
倉
を
痛
烈
に
批
判
す
る
。
こ
の
無
三
四
の
様
相

は
、
実
は
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
に
影
響
を
受
け
た
歌
舞
伎
『
敵
討
巌
流
島
』（
文
化
五
年
上
演
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、『
敵
討
巌
流
島
』
三
幕
目
の
場
面
に
、
次
の
よ
う
に
あ
）
14
（

る
。

　
　

傳 

五　

オ
ヽ
、
幸さ
い
はひ
〳
〵
。
あ
の
松ま
つ

ヶ
枝え

に
群む
ら

が
る
鳩は
と

、
か
け
鳥ど
り

の
一
矢し

、
御ご

覧ら
ん

に
入い

れ
ん
。〈
中
略
〉

　
　

傳 

五　

鳩は
と

ば
つ
と
飛と

び
去さ

る
所と
こ
ろを
、
矢や

を
放は
な

つ
。
誂あ
つ
らへ
の
合あ

ひ
方か
た

、
鳩は
と

一
羽は

、
矢や

に
貫つ
ら
ぬか
れ
て
、
落お

ち
る
。
源げ
ん

蔵ざ
う

、
取と

つ
て
来き

て
、
傳で
ん

五
右ゑ

衛も

門ん

の
前ま

へ

へ
置お

き
、
上か

み

手て

へ
行ゆ

く
。〈
中
略
〉

　
　

無 

三　

か
や
う
な
未み
じ

熟ゆ
く

不ふ

鍛た
ん

錬れ
ん

な
仁じ
ん

の
門も
ん

弟て
い

に
は
、
え
ゝ
な
り
ま
す
ま
い
、〈
中
略
〉

　
　

傳 

五　

当た
う

国ご
く

の
師し

範は
ん

た
る
身み

共ど
も

、
未み

じ

熟ゆ
く

不ふ

鍛た
ん

錬れ
ん

と
は
、
ナ
ヽ
、
何な

に

を
以も

つ

て
〈
中
略
〉

　
　

無 

三　

す
べ
て
鳥て

う

類る
ゐ

を
射い

る
に
は
、
羽は

ね

を
縫ぬ

ふ
か
、
又ま

た

そ
の
尾を

先さ
き

、
足あ

し

な
ぞ
を
射い

止と

め
、
鳥と

り

の
命い

の
ちを

取と

ら
ぬ
が
弓ゆ

み

矢や

の
秘ひ

密み
つ

、
秘ひ

授じ
ゆ

口く

伝で
ん

。
殊こ
と

更さ
ら

鳩は
と

は
正し
や
う八
幡ま
ん

の
使つ
か

は
し
め
、
弓ゆ
み

矢や

神が
み

と
あ
る
か
ら
は
、
武ぶ

家け

に
於お

い
て
は
、
鳩は
と

の
命い
の
ちを
取と

ら
ぬ
が
故こ

実じ
つ

、
そ
れ
に
な
ん
ぞ

や
、
鳩は
と

の
只た

ゞ

中な
か

を
射い

通と
ほ

し
た
る
は
、
未み

じ

熟ゆ
く

の
こ
れ
第だ

い

一
。 

（『
敵
討
巌
流
島
』
三
幕
目
）

白
倉
傳
五
右
衛
門
が
弓
箭
で
鳩
を
射
て
武
芸
を
誇
る
が
、
無
三
四
は
驚
く
こ
と
も
な
く
「
武
家
」
は
「
鳩
の
命
を
取
ら
」
な
い
と
述
べ
て
、

白
倉
を
「
未
熟
」
と
断
ず
る
。
写
本
『
二
島
英
勇
記
』
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
写
本
『
二
島
英
勇
記
』
が
読
本
に

拠
り
つ
つ
も
、〈
武
蔵
も
の
〉
を
題
材
と
し
た
歌
舞
伎
作
品
か
ら
趣
向
を
摂
取
し
て
い
る
と
判
明
す
る
。
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加
え
て
写
本
で
は
、
吉
岡
太
郎
右
衛
門
が
巌
流
に
闇
討
ち
さ
れ
た
際
、
後
に
無
三
四
と
改
名
す
る
実
子
友
次
郎
が
夢
を
見
る
。

　
　

友
次
郎
申
け
る
は
、
先
日
よ
り
折
々
心ム
ナ

さ
わ
ぎ
し
て
、
心
中
案
ス
か
ら
ず
。
然
る
に
昨
夜
不
思
義
の
夢
を
見
た
り
。
其
故
に
名
嶋
ニ
あ

る
実
父
①
肩
ニ
大
イ
成
角ツ
ノ

を
生ヲ
イ

な
が
ら
獅
子
ニ
乗
ル
と
見
え
け
り
。
覚サ

て
後
肉
ク
動
き
、
今
に
心
さ
わ
ぎ
す
る
は
、
吉
凶
如
何
か
あ
ら

ん
、
と
申
け
れ
ば
、
武
右
衛
門
暫
ク
工
夫
し
て
、
眉
ヲ
ひ
そ
め
て
曰
ク
、
是
甚
心
得
ざ
る
夢
也
。
②
其
訳
は
角
と
云
字
は
刀
を
用
ゆ
る
と

書
た
る
字
也
。
又
人
間
に
角
の
生
ず
る
道
理
な
し
。 

（
上
巻
）

友
次
郎
が
見
た
夢
は
、
実
父
吉
岡
が
肩
に
「
角
」
が
生
え
た
獅
子
に
乗
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
趣
向
は
読
本
、
歌
舞
伎

の
ど
ち
ら
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
該
当
箇
所
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

◯
友
次
郎
申
け
る
は
。
我わ

れ

先
日
よ
り
折お
り

々〳
〵

心む
な

さ
は
ぎ
し
。
さ
ま
〴
〵
の
雑ざ
う

夢む

を
見
る
ゆ
へ
に
。
夜よ
る

は
安
く
寝ね
る

こ
と
能あ
た

は
ず
。
夜や

前ぜ
ん

名な

嶋じ
ま

に

あ
る
所
の
実じ
つ

父ぷ

。
吉よ

し

岡を
か

太
郎
右
衛
門
。
大
き
な
る
野い

の

猪し
ゝ

に
乗の

り

て
山
に
の
ぼ
る
と
夢ゆ

め

み
た
り
。
覚さ

め

て
後の

ち

肉に
く

う
ご
き
。
今
に
心む

な

さ
は
ぎ
す
る

は
。
吉き
つ

凶け
う

い
か
な
る
兆し
る
しな
ら
ん
と
か
た
り
出
せ
ば
。 

（『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
巻
三
）

　

◯
友
次　

殊こ
と

更さ
ら

昨さ
く

夜や

船せ
ん

中ち
う

に
於お

い
て
、
わ
が
見み

し
夢ゆ
め

に
、
某
そ
れ
が
しが
実じ
つ

父ぷ

吉よ
し

岡を
か

太た

郎ら
う

右ゑ

衛も

門ん

ど
の
、　ゐ
の
し猪ゝ
に
跨ま
た

が
り
山や
ま

に
登の
ぼ

り
給た
ま

ふ
。　ゐ
の
し猪ゝ
は
即す
な
はち

父ち
ゝ

の
事こ

と

。
殊こ

と

に
こ
の
獣け

も
のは

、
只た

ゞ

一ひ
と

筋す
ぢ

の
後あ

と

へ
帰か

へ

ら
ず
、
若も

し
や
老お

い

の
身み

の
悩な

や

み
疲つ

か

れ
し
有あ

り

様さ
ま

な
事こ

と

か
。 

（『
敵
討
巌
流
島
』
二
幕
目
）

共
に
吉
岡
が
「
猪
」
に
乗
る
と
い
う
も
の
で
、「
猪
」
と
「
獅
子
」
と
で
動
物
に
跨
が
る
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、「
角
」
と
い
う
要
素
は
ど

こ
か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
か
。〈
角
が
生
え
る
夢
〉
を
見
る
趣
向
は
、
湖
南
文
山
著
『
通
俗
三
国
志
』（
元
禄
二
年
﹇
一
六
八
九
﹈
序
）
巻
之
四

十
四
「
死　セ
ル
　孔
明
走ハ

シ

㍼ラ
シ
ム

生イ
ケ

仲ル
　

達　ヲ
㍽」）

15
（

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
示
す
。

　
　

趙
チ
ヤ
ウ

直チ
ヨ
クガ
曰
、「
ワ
レ
今
魏ギ

延エ
ン

ガ
陣
ヘ
行ユ
キ

タ
ル
ニ
、
魏ギ

延エ
ン

『
①
頭カ
シ
ラニ
角ツ
ノ

ヲ
生セ
ウ

ズ
』
ト
夢
ヲ
見
テ
、
我ワ
レ

ニ
吉キ
ツ

凶ケ
ウ

ヲ
決ケ
ツ

セ
シ
ム
。
我
ソ
ノア
ヤ
シ
マ
怪
ン

コ
ト
ヲ
怕ヲ
ソ

レ
、　イ

ツ
ワ
リ

詐
テ
、
麒キ

麟リ
ン

蒼ソ
ウ

龍レ
ウ

ノ
事
ヲ
云
テ
、
彼カ

レ

ガ
心
ヲ
安ヤ

ス

カ
ラ
シ
ム
。」
費ヒ

褘イ

ガ
曰
、「
コ
ノ
夢
ノ
吉
凶ケ

ウ

、
ソ
ノ
実ジ

ツ

ハ
イ
カ
ン
。」

　
　

趙
チ
ヤ
ウ

直チ
ヨ
クガ

曰
、「
②
角ツ
ノ

ト
云フ
ジ

字
ハ
刀カ
タ
ナヲ

用
フ
ト
書カ
ク

字ジ

ナ
リ
。
今
頭カ
シ
ラノ

上
ニ
刀カ
タ
ナヲ

用
ヒ
バ
其ソ
ノ

凶ケ
ウ

ナ
ル
コ
ト
甚
シ
。」 

（
巻
之
四
十
四
）

頭
に
〈
角
が
生
え
る
夢
〉
を
見
た
魏
延
が
趙
直
に
相
談
し
、
趙
直
は
「
麒
麟
」
の
夢
で
吉
兆
を
表
す
と
ご
ま
か
す
が
、
実
は
「
角
」
は

「
刀
」
を
「
用
」
い
る
と
い
う
字
形
の
た
め
、
頭
に
「
角
」
が
生
え
る
の
は
首
が
飛
ぶ
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、『
二
島
英
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勇
記
』
が
吉
岡
の
「
肩
」
に
「
角
」
が
生
え
る
夢
を
描
く
の
は
、
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
で
巌
流
が
「
吉よ

し

岡を
か

が
右
の
肩か

た

口ぐ
ち

に
切き

り

込こ
　

ん
だ

り
」
と
あ
る
展
開
に
通
俗
軍
談
の
趣
向
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ⅲ
の
「
抄
録
」
に
も
あ
た
ら
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
写
本
『
二
島
英
勇
記
』
は
読
本
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
に
基
づ
き
つ
つ
、
歌
舞
伎
や
通
俗
軍
談
の
趣
向
を
新
た
に
採

り
入
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
と
、
実
録
写
本
『
双
島
志
俗
豪
傑
』
を
用
い
て
制
作
さ
れ
た
刊
本
の
読
本
『
絵
本
二
島
英

勇
記
』
を
ベ
ー
ス
に
、「
山
鮫
退
治
」
や
「
天
狗
山
伏
」
と
い
っ
た
無
三
四
の
武
勇
伝
を
削
り
、
あ
る
い
は
「
白
倉
と
の
仕
合
」
や
「
実
父

吉
岡
の
夢
」
の
場
面
に
変
更
を
加
え
た
り
し
て
、
す
な
わ
ち
、
実
録
↓
刊
本
の
読
本
│
（
綯
い
交
ぜ
）
↓
写
本
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
で
写
本

『
二
島
英
勇
記
』
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
藤
沢
毅
氏
「
刊
写
本
に
つ
い
）
16
（

て
」
が
、
様
々
な
刊
写
本
を
調
査
し
た
上
で
そ
の

特
徴
や
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
事
例
に
今
回
の
例
を
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
本
書
は
「
実
録
や
通
俗
軍
書
の
書
式
に
則
っ
た

も
の
」
で
あ
り
、「
厳
密
な
意
味
で
刊
写
本
と
言
え
る
の
か
も
疑
問
」
な
諸
本
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
手
続
き
が
行
わ
れ

た
か
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
は
で
き
な
い
が
、
一
方
で
、
こ
の
写
本
の
存
在
は
近
世
に
お
け
る
刊
本
、
写
本
、
演
劇
な
ど
の
輻
輳
的
な
関
係

の
多
様
さ
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
17
（
る
。

四　

今
後
の
課
題

　

以
上
、
本
稿
で
は
〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
が
一
様
で
は
な
く
数
種
の
筋
、
特
徴
を
有
す
る
こ
と
、
類
似
し
た
筋
で
も
設
定
や
趣
向
が
付
加
さ

れ
る
（
あ
る
い
は
省
略
さ
れ
る
）
こ
と
、
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
系
統
を
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
一
見
す

る
と
〝
実
録
〞
の
よ
う
に
思
え
る
、
単
純
に
は
分
類
で
き
な
い
写
本
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。〈
武
蔵
も
の
〉
に
限
ら
ず
、
近
世
の
刊
本
と

写
本
な
ど
の
文
字
文
化
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
は
、〈
武
蔵
も
の
〉
実
録
の
系
統
別
の
特
徴
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
後
世
│
│
特
に
近
世
後
期
か
ら
幕
末
、
明
治
期
│
│
の

文
芸
に
ど
の
よ
う
な
形
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
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注
（
1
）  

加
来
耕
三
氏
『「
宮
本
武
蔵
」
と
い
う
剣
客
│
│
そ
の
史
実
と
虚
構
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
15
・
1
）、
魚
住
孝
至
氏
『
宮
本
武
蔵
│
│
「
兵
法
の

道
」
を
生
き
る
』（
岩
波
書
店
、
平
成
20
・
12
）、
大
倉
隆
二
氏
『
宮
本
武
蔵
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
27
・
2
）
な
ど
。

（
2
）  
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
⑤
』（
岩
波
書
店
、
昭
50
・
10
）。

（
3
）  

『
近
世
実
録
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
20
・
2
）。

（
4
）  

「
近
世
文
藝
」
86
（
平
19
・
7
）
所
収
。

（
5
）  

安
田
文
吉
氏
「『
茲
木
曾
山
雪
宮
本
』
考　

補
遺
│
│
木
曾
山
中
の
場
を
め
ぐ
っ
て
」（「
南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集
」
12
、
平
24
・
３
）。

（
６
）  

『
京
都
大
学
蔵 

大
惣
本
稀
書
集
成　

写
本
小
説
』（
臨
川
書
店
、
平
8
・
5
）。

（
７
）  

「
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
」
6
（
平
25
・
1
）
所
収
。

（
８
）  

『
日
本
架
空
伝
承
人
名
事
典
』（
平
凡
社
、
昭
61
・
9
）「
宮
本
武
蔵
」（
高
橋
則
子
氏
執
筆
）
参
照
。

（
9
）  

た
だ
し
、
脱
稿
後
に
閲
覧
し
た
天
保
五
年
﹇
一
八
三
四
﹈
の
年
記
を
持
つ
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
北
條
文
庫
蔵
『
武
道
小
倉
袴
』
に
は
、
特
徴
の
三
つ
の
内

後
者
二
つ
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
兵
法
修
練
談
』
系
の
実
録
に
徐
々
に
武
勇
譚
を
増
補
し
た
り
細
部
の
変
更
を
加
え
て
い
っ
た
実
録
が

『
武
道
小
倉
袴
』
系
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

（
10
）  

柴
田
光
彦
氏
編
『
大
惣
蔵
書
目
録
と
研
究　

本
文
篇
』（
青
裳
堂
書
店
、
昭
58
・
3
）。

（
11
）  

『
書
誌
学
の
回
廊
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
平
7
・
7
）。

（
12
）  

浮
世
絵
の
歌
川
国
芳
画
「
本
朝
水
滸
伝
剛
勇
八
百
人
一
個　

宮
本
無
三
四
」
お
よ
び
歌
川
国
芳
画
「
英
雄
日
本
水
滸
伝　

宮
本
無
三
四
」
が
無
三
四
の
「
山

鮫
退
治
」
の
場
面
を
描
き
、
ま
た
歌
川
国
芳
画
「
宮
本
無
三
四
」
が
無
三
四
の
「
天
狗
山
伏
退
治
」
の
場
面
を
描
く
。

（
13
）  

『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
の
本
文
は
架
蔵
本
（
半
紙
本
、
十
巻
十
冊
）
に
拠
る
。

（
14
）  

渥
美
清
太
郎
氏
編
『
日
本
戯
曲
全
集
39
』（
春
陽
堂
、
昭
７
・
９
）
に
拠
る
。

（
15
）  

『
通
俗
三
国
志
』
の
本
文
は
架
蔵
本
（
大
本
、
五
十
巻
首
一
巻
五
十
一
冊
）
に
拠
る
。

（
16
）  

「
鯉
城
往
来
」
5
（
平
14
・
12
）。

（
17
）  

刊
本
の
小
説
か
ら
実
録
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
横
山
邦
治
氏
「
展
開
期
の
読
本
」（『
読
本
の
研
究
│
│
江
戸
と
上
方
と
』、
風
間
書
房
、

昭
49
・
4
）
が
、
刊
本
『
絵
本
雪
鏡
談
』
を
下
敷
き
に
人
物
名
を
改
め
て
写
本
『
金
沢
実
記
』
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
山
本
卓
氏
「『
元
禄
曽
我
物
語
』
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攷
│
│
浄
瑠
璃
利
用
と
実
録
へ
の
展
開
を
中
心
に
」（「
国
文
学
」
68
、
平
3
・
12
）
が
、
亀
山
の
敵
討
ち
の
実
録
に
浮
世
草
子
の
趣
向
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
倉
員
正
江
氏
「
野
村
増
右
衛
門
事
件
の
転
化
」（「
近
世
文
藝
」
46
、
昭
62
・
6
）
が
、
浮
世
草
子
『
名
物
焼
蛤
』
か
ら
実
録
『
野
村
奸
曲
録
』
へ
の
影
響

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
藤
川
玲
満
氏
「『
忠
孝
人
竜
伝
』
考
」（『
秋
里
籬
島
と
近
世
中
後
期
の
上
方
出
版
界
』、
勉
誠
出
版
、
平
26
・
11
）
は
、
秋
里
籬
島
著

『
忠
孝
人
竜
伝
』（
天
明
二
年
刊
）
と
実
録
『
敵
討
忠
孝
伝
』（
年
記
な
し
）
と
を
比
較
し
、「
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
の
証
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
」
と

し
つ
つ
、「
既
存
の
実
録
を
利
用
し
て
『
忠
孝
人
竜
伝
』
を
著
し
た
こ
と
は
強
く
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
文
面
か
ら
は
こ
の
「
既
存
の
実

録
」
が
『
敵
討
忠
孝
伝
』
を
指
す
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、「
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
内
容
は
同
一
で
あ
る
な
か
、
目
録
・
内
容
共
『
忠
孝
人
竜
伝
』
の
ほ
う

が
多
」
い
と
も
記
す
こ
と
か
ら
、『
忠
孝
人
竜
伝
』
に
『
敵
討
忠
孝
伝
』
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
意
識
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
述
べ
た
写

本
『
二
島
英
勇
記
』
の
よ
う
に
、
刊
本
に
依
拠
し
な
が
ら
内
容
を
省
き
、
さ
ら
に
趣
向
に
変
更
を
加
え
る
と
い
っ
た
事
例
を
ふ
ま
え
る
と
（
こ
ち
ら
は
年
記
か

ら
前
後
関
係
は
明
ら
か
に
後
と
分
か
る
）、
写
本
『
敵
討
忠
孝
伝
』
が
刊
本
の
抄
録
と
い
う
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
。
な
お
、
高
橋
圭
一
氏
「
読
本
と
実

録
」（『
実
録
研
究
│
│
筋
を
通
す
文
学
』、
清
文
堂
出
版
、
平
14
・
11
）
が
実
録
『
非
莫
不
朽
全
書
』
と
『
忠
孝
人
竜
伝
』
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。

　
【
附
記
】 

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
山
本
卓
氏
、
高
橋
圭
一
氏
、
井
上
泰
至
氏
、
藤
沢
毅
氏
、
菊
池
庸
介
氏
な
ど
諸
先
生
、
お
よ
び
資
料
の
閲
覧
を
許
可
し
て
下

さ
っ
た
諸
機
関
か
ら
多
大
な
る
ご
高
配
と
ご
教
示
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
本
稿
は
愛
知
県
立
大
学
学
長
特
別
研
究
費
（
若
手
研
究
）「
日
本
近
世
に
お
け
る
〈
虚
構
〉
と
し
て
の
「
宮
本
武
蔵
も
の
」
実
録
の
展
開
」
の
助

成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
す
。
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